
2024 年（令和６年）３月５日午後２時 

府政記者会 会員各位 

大阪科学・大学記者クラブ 会員各位 

枚方記者クラブ 会員各位 

 

毎日放送×おおさか環農水研生物多様性センター 

おさかな列伝 淀川の魚からひもとく過去・現在・未来 

３月 28 日（木曜日） ちゃやまちプラザにて開催 

 

環農水研生物多様性センターはおおさか生物多様性リンク※を結んでいる毎日放送と共同で、

魚類相の変遷や淀川をとりまく社会状況の変化に焦点をあて、未来の淀川の姿を考えるシンポジ

ウムを開催します。 

当センターでは、日本で有数の淡水魚類相を誇る淀

川において、1970年代から魚類調査を行っています。

これまでに得られたデータにより、在来種の減少や外

来種の増加など、淀川に生息する魚類の変化が分かっ

てきました。 

本シンポジウムでは、琵琶湖淀川水系における魚類

相の成り立ちや、近年の魚類の変遷・外来種問題につ

いて分かりやすく紹介するとともに、生物多様性の保

全や自然再興に向けて今後必要な取組について広く議

論します。 

 

身近な自然である淀川の生物多様性とその未来について、一緒に考えてみませんか。みなさま

のご参加をお待ちしています。 

 

  
淀川で絶滅の危機に瀕している在来種 

イタセンパラ 
近年増加している外来種 

チャネルキャットフィッシュ 

  

【お問合せ】地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所（環農水研） 

環境研究部自然環境グループ 幸田、近藤、丸山 

TEL：072-833-2770  FAX：072-831-0229 

HP：https://www.knsk-osaka.jp/ 

 

淀川（城北ワンド） 

https://www.knsk-osaka.jp/


１．日時 

2024 年３月 28 日（木曜日） 午後１時 30 分から３時 30 分（受付開始：１時 00 分） 

 

２．開催方法・場所 

会場とオンライン（Zoom ウェビナーによる配信）の同時開催 

会場：ちゃやまちプラザ（大阪市北区茶屋町 17-１） 

 

３．内容および登壇者 

【基調講演】 

「淀川の過去から学び、未来に生かそう！」 

細谷和海（近畿大学 名誉教授） 

演者略歴：専門分野は魚類学、保全生物学、水産生物学。水産庁中央水産研究所魚類生態

研究室室長、近畿大学大学院農学研究科教授などを歴任。現在は環境省レッド

データブック委員会魚類部門の座長。書籍・学術論文を多数執筆。主な著書は

『シーボルトが見た日本の水辺の原風景』（東海大学出版部）など。 

 

【話題提供】 

「1970 年代から 2020 年代の調査からみた淡水魚の宝庫“淀川”の確認魚種とその変遷」 

平松和也（環農水研生物多様性センター センター長） 

 

【パネルディスカッション】 

「淀川の“おさかな”をどうやって知ってもらう？みんなで守る生物多様性の未来!!!!!!」 

細谷和海（近畿大学 名誉教授） 

平松和也（環農水研生物多様性センター センター長） 

尾嵜豪 （ＭＢＳ お魚博士） 

山本義彦（環農水研生物多様性センター 主任研究員） 

 

司会・進行：藤林温子（ＭＢＳ アナウンサー） 

 

４．定員 

会場参加 100 名 オンライン 500 名（申込先着順） 

 

５．参加費 

無料 

 

６．申込方法 

参加申込フォームで事前にお申込みください。 

• 定員を超過した場合は、申込みの受付を終了し、ホームページでお知らせします。 

• 申込みいただいても定員を超過した場合は参加いただけないことがあります。その際

はご連絡します。 



• オンラインの接続方法は、申込時の自動返信メールにてご連絡いたします。 

• オンライン参加の場合は、申込いただいた方の回線以外で参加されないようにお願い

します。 

 

参加申込フォーム 

https://www.knsk-osaka.jp/biodiv/danwa/20240328/ 

 

７．申込締切 

会場参加  ：2024 年３月 20 日（水曜日・祝日） 

オンライン参加 ：当日までお申込み可 

 

８．注意事項 

障がいがある方等で、会場参加にあたり配慮を希望する方は、事前にご相談ください。 

 

９．共催 

株式会社毎日放送（ＭＢＳメディアホールディングス） 

大阪府立環境農林水産総合研究所 生物多様性センター 

 

10．後援 

国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所 

環境省近畿地方環境事務所 

大阪府 

大阪市（申請中） 

 

※「おおさか生物多様性リンク」 

環農水研生物多様性センターと学校、企業、行政機関等の団体がつながり（リンク）を構

築し、相互に協力し合うことで、生物多様性の保全や利活用を一層推進することをめざす取

組です。やわらかで、しなやかなつながりの中で、長期的に相互の機能強化をはかり、生物

多様性に取組むトップランナー大阪を、一緒にめざすことを目的にしています。 

当センターと株式会社毎日放送は、2023 年４月１日からおおさか生物多様性リンクの取

組に基づき連携しており、共同で道頓堀川でのニホンウナギ調査やイベント等を実施してい

ます。 

「おおさか生物多様性リンク」について詳しくはこちら 

https://www.knsk-osaka.jp/biodiv/bdlink/index.html 

 

 

本シンポジウムは一部、環境省・（独）環境再生保全機構の環境研究総合推進費（S-21）により実施しています。 

https://www.knsk-osaka.jp/biodiv/bdlink/index.html

